く , シン プル な 回 路 の 方 が ベタ ー, 
と いう こと か ら も , 電源 整流 は 両 濾 
より も ゃ 半 波 整流 で す . 前 述 し た 出力 
段 も プッ シュ プル より も シン グル 方 
式 の 方 が 結果 的 に 良 音質 が 求め や す 
く ,。 音楽 再生 上 は 好ま し い , と いう 
こと に も つなが り そ う で す . 

(3) 使用 部 品 の 選択 

音質 向上 策 に お ける 音 作り を 行う 
上 で , 使用 部 品 の 選定 や その 組合 わ 
せ か た は いま さら で も あり ませ ん 


-・ が , 重要 な 要素 で す . 


受動 素子 の 中 で も 。 特に コン デン 


狙い は 演奏 会 場 の 雰囲気 を 伝え て くれ る こと / 


300 B/n シ ング ル ・ ア ンプ 


友田 種 文 


経験 則 か ら の ポイ ント 


今回 TRGAA クラ ブ ] 音 の 展覧 会 
出展 に 際 し , 平凡 すぎ る た だ の 300 
B シン グル ・ ア ンプ で は 困り も の で 
す の で , 私 な り に 何ら か の 特長 付け 
を と 考え つつ 新規 製作 し まし た の が 
本 品 で す . 

この 手 の 機 種 は 過去 数 台 , 製作 経 
験 が あり ます が (実働 中 の も の は 現在 
3 台 )。 得 ら れ た 自分 な り の 経験 則 を 
生か し つつ “心地 よい 再生 音 ” を 目 
指し , 音質 上 の 仕上 げ ,。 トリ ミン グ 
を 自分 好み に 向く よう に , また 他人 
さま に 聴い て いた だ いて も それ ほど 
の ヒン シュ ク を 買わ な いこ と を 心 持 
け て , 設計 製作 し て みた つも り で す . 
「 良 音質 の ポイ ント は 電源 に あり 」 に 
注目 し て み ま し た 。 

(1) プッ シュ プル より も シン グル ・ 

アン アデ 

聴く 音楽 の ジャ ン ル に も より ます 
が , 私 な り の 感性 で , 最近 で は シン 


13 〇 O 


@ 展 示 会 で デモ 
中 の 本 田 氏 


グル 一 辺 倒 と な っ て いま す . 再生 音 
が 細身 に 感じ られ る と きも あり ます 
が , 繊細 さや スピ ー ド 感 ,。 鮮明 な 音 
像 , 楽器 特有 の 個性 の 再現 性 な ど , 
音楽 再生 上 の 素性 の よさ を 評価 し て 
いま す . 

(2) 良 音質 の 源 は 電源 

電源 の 重要 性 を 痛感 し て いま す . 
整流 方 式 に つい て は 過去 幾多 の 比較 
実験 を 行い まし た が , 私 も 半 波 整流 
に 1 日 の 長 あ り と 思え て な り ま せ 
ん 。 本 誌上 で 新 氏 も その 製作 記事 の 
中 で 触れ て お られ ます し ,。 ま た 石塚 
氏 も 本 誌 1996 年 12 月 号 pb.67 に 
て 解説 し て ちら れ ま す . 

電源 の レギ ュ レ ーション は 時 い 方 
が , また 演算 に よる 出力 合成 は まず 


< // 
サ は 大 き な フ ァ ク ター を 占め る と 思 
っ て いま す . 聴感 特性 追い 込み 作業 
の 過程 で 最終 的 に 試行 錯誤 の 結果 , 
最も スト レー ト に 効果 が 確認 され た 
個所 を つぎ に 示し ます . 
① 整流 管 直後 の リッ プル ・ フ ィ 
ル タ 用 C を 無極 性 ケミ コン , 商品 
名 ブ プラッ ク ゲ ー ト の NH 型 350 
V 耐圧 品 を シリ ー ズ 接続 で 使用 . 
② 同様 に ドラ イブ 段 B+ の デ 
xy プリ ング ・ コ ン デ ン サ C4 
C5 の 2 カ所 , お よび 初段 カ ソ ー 
ド ・ パ スコ ン C。 に NX 型 を 使用 . 
③ 段 間 の 結合 コン デン サ C。 と 
ドラ イ バ 管 V 2 の カソード ・ パ ス 
IDG ジジ ツレ パコ ロジ / イ ンプ 
ィ ニ Cap を , この カソード ・ パ ス 


ラジ オォ 技術 


コン Cy に は イン フィ ニ Cap 5 


gF を 用 いて いま す が , 特に この 

個所 は 聴感 上 然 と する ほど の 違 

い が 確 認 で きま し た . 

ケミ コン で は まっ た く ダ メ ?@W 
5 F の 容量 は 小さ いよ うに も 思わ 
れ ま す が , カソード ・ バ イア ス 抵 抗 
値 KR, が 18 kO で す の で , fc 計 1.8 
Hz か ら の 微分 特性 に な り ま す . 

オー バ オ ー ル NF 量 も 3dB 以 
下 ー0 の 設計 目標 で す の で ,。 スタ ガ 
ー の 点 も まっ た く 問 題 な いと 思い ま 
家 。 

蛇足 で す が , 聴感 上 大 き な 容 量 よ 
りゃ も , この 程度 の 方 が 低音 域 の 分 解 
能 も 増し , より 好ま し く 感 ぜ ら れ ま 
し た . 機会 が あれ ば この 個所 は お 試 


V1/Eaocc 


150K3W 


(0.82+0.51=) 
1.3305W 
R16 


V2/1/2 Ecc99 


し くだ さき さい. オ ススメ で す . 

その 他 出 力 管 300 B に は 。 も の め 
ずら し さも 手伝っ て ,。 プレ ー ト 構造 
が メッ シュ ・ タ イプ と 称 さ れる 中 国 
全 候 音 響 電 子 の フル ミュ ー ジ ッ ク 
300 B/n を 使用 し て み ま し た . この 
球 に つい て は , 本 誌上 に て 以前 都 来 
氏 が その レポ ー ト 記事 で 詳 述 され て 
5 られ まし た 。 

そし て 音 決め の 一 相 , 出力 トラ ン 
ス に は 中 村 製 作 所 の パー マロ イ ・ コ 
ア NS-30 SE を 採用 し まし た . 


回 路 設計 に つい て 


(1) 出力 段 
前 述 の 300 Bm メッ シュ 構造 を 
使用 し て いま す が , 諸 特 性 , 最大 定 
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4.3mA 15K1W 
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展 作品 


格 な ど 一 般 に 出回っ て いる 中 国 製 , 
ロシア 製 等 と ほぼ 同等 と みな し て , 
最大 プレ ー ト 損失 40 W の 80% 動 
作 , P。 三 32 W で 設計 を 進め て み ま 
し た . 3 ヵ月 程度 の 経過 で す が , いま 
の と ころ 事故 は あり ませ ん . 

WE が 発表 し て いる 300 B の 特 
性 曲線 上 で ,E。ー400 V,1。80 mA 
と する と ,E。 は 90 V 付 近 と な り 
ます . これ に 3 kQ の 負荷 線 を 引い 
て お お よそ の 出力 を 計算 し ます と , 
出力 トラ ンス 1 次 側 で 約 11.5 W 
程度 が 得 ら れ そ う で す . 

トラ ンス の 定 損失 を 見 込ん で も , 
2 次 側 2Z=80 終 端 で P。=10 W 
は 期待 で きそう で す . 

(2) ドラ イプ 段 と 初段 増幅 部 
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< 第 1 図 > 電源 整流 を すべ て 半端 整流 と し た 300 B/n シン グル ・ ア ンプ の 全 回 路 
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入力 電圧 プ 【[V] 
< 第 2 図 > 入出 力 特性 

(3) 周波 数 特性 

第 3 図 の と お り , 1 kHz P。 ニ 1 
W0dB を 基準 に し て , 一 1 dB 
落ち で の f 帯 域 は 35 Hz-30 
kHz 一 3 dB 落ち で は 20 Hz--45 
kHz。 と な り ま し た . 

(4) 調 波 ひ ずみ 率 特性 

第 4 図 の と お り , 測定 周波 数 は 
100 Hz。1 kHz,。10 kHz の 3 ポイ 
ント で す . 出力 5 W で 約 1.5%, 出 
力 10 W で 約 4.0% で す . 

固定 バイ アス A 級 動作 に 加え ヵ 
ソー ド ・ フ ォ ロ ソン ソ 直結 ドラ イブ で す 
が , 当初 の 設計 値 よ り 判断 する と , 
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第 3 図 > 京 
周波 数 特性 一 3 ン 
dB 点 で の 帯域 は ク 
30 て 45 kHz。 
NFB は 3dB 


10 100 


や や 出力 の 伸び が 低い よう な 印象 を 
受け ます . 懸念 し て いた V。 ド ライ 
プ 段 の 力 不 足 の せい か も 知れ ませ ん 
が , 取り あえ ず 10 W 得 ら れ て いま 
す の で り し よし と し ます 。 


"心地 よい 再生 音 " が 得 られ 
た が 


電気 信号 増幅 系 を 経て 音響 エネ ル 
ギー に 変換 され た スピ ー カ より 発せ 
られ る 音 を 聴く こと に な り ま す の 
で , 原音 再生 な ど と いう も の は も と 
も と 不可 能 な こと で す . 

試聴 に お ける 私 な り の 基準 で す 
が , いか に も 「… ら し く 」 と 表現 さ 
PE 
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四 和 NN 
THHT 


1.00 1 


ら 
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出力 ンプ Po[w] 
< 第 4 図 > 雑音 ひずみ 率 特性 . 小 出 力 で も ノイ ズ ・ レ ベル は 小さ い 
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の 雰囲気 を 醸し 出し 。 それ らし く 伝 
えて くれ る よう な 再生 音 で あっ て 欲 
し いと 考え て いま す 。. 

私 の 愛 聴 哀 , 古典 バロック の 合奏 
協奏 曲 , 特に 弦 を 主体 と し た 音楽 ソ 
ー ス を 用 いた 手前 味噌 の 評価 に な り 
ます が , 聴か せ ど こ ろ や ツボ 。 楽器 
の 個性 や コク と いっ た と ころ を それ 
な り に 表現 し て くれ る よう な 印象 を 
感じ まし た 。 ハ ー ト に 伝え て くれ る 
と で も 申し まし ょ うか ? 

少な く と も 過去 よく あっ た ,。 し ば 
らく 聴い て いる うち に な ん と な く 落 
ち 着 か な く な り , あれ や これ や と 思 
い め ぐら し な が ら , シャ ー シ を 引っ 
張り 返し 半田 ゴ テ を 握り た く な る よ 
うな 気持 ち に させ な い 再 生音 で あっ 
て くれ た だ こと に は まち が いな い 。 と 
思っ て いま す . 

最後 に 試聴 シス テム の ライ ン ア ッ 
プ を 記し て お きま す 。. 

SP ジ ツジ スナ サム *・ パ オイ オニ ア / 文 - 
PM 2000 

AD プレ ー ヤ : ヤマ ハ /GT-2000 

カー トリ ッ ジ : オル ト フ ォ ン / コ 
ント ラプ ン クト b MC30 5S II 
HIMC-20 

CD プレ ー ヤ : デ ノン /DCD- 
1650 SR 

プリ アン プ : 自作 球 式 CR 型 EQ 
お よび FET ヘッ ド ・ ア ンプ 
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